
睡条はらき薑｣繍茎謝謡言｣篭鯉条は局

●9月9日に死去の加藤紘一元自民党幹事長の葬儀で、山崎拓元党副総理が弔辞を読みました。そ

蕊 塞
伊爵漠舗註･田中優子強大総儲IZ名が『九条の会｣新世話人に

■そこで9月25日、東京の明治大学での「第6回全国交
流討論集会」で新たに12名の世話人が発表されました。
①愛敬浩二（名古屋大教授・憲法学）
②浅倉むつ子（早稲田大教授・労働法）
⑧池内了（名古屋大名誉教授)・『市民運動で防衛省の
④池田香代子（独文学翻訳家） 研究費応募が激減』
⑤田中優子（法政大総長・江戸文化研究家）
⑥伊藤真（弁護士)・｢司法を国民の力で変えていきたい』
⑦高遠菜穂子（ボランティア活動家）

⑧清水雅彦旧体大教授)｡『九条喰毎鯉鰯邊ぅ』⑨内橋克人（経済評論家）
⑩山内敏弘（一橋大名誉教授・憲法学）

⑪伊藤千尋（元朝日新聞記者)・『九条の会の元気で、
⑫高良鉄美（琉球大教授） この社会を変えよう』

■2004 (平成16)年の「九条の
会」呼びかけ人の9氏。その呼び
かけで全国に7,500の「九条の会」

蕊
加藤周一（評論家・故人）
鶴見俊輔（哲学者・故人）
澤地久枝(作家)｡『日本は独裁国家に
小田実（作家・故人）なったのか』
三木睦子（三木武夫の妻・故人）

でも、ご健在の方は3名だけです。

1旧塞日『朝日新聞』社説でも紹介
11月3日文化の日(憲法公布の日)の『朝日新聞』社説でも紹介され、◇市の『憲法』冊子配布は､11月3日文化の日(憲法公布の日)の『朝日新聞』社説でも紹介され、

＜下記コピー＞はその社説の後半部分で､13条｢幸福追求権』や25条｢生存権』に言及しています。
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◇また､11月ろ日『｛鋪毎日舗詞』･特集『鮒公布70年』にも､長野県安曝野市に避難している
南相馬市小高区佐藤信行さん(72歳)が､市から配布された『憲法』冊子の全条を読み.特に憲法第25
条『生存権』に引きつけられたこと､5年過ぎても戻らない生活の状況が大きく褐戦されています。

おの『憲法』冊子配蒜
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○原町区の会員加藤百代さんから次の2つのご意見をいただきました。

①自分のお墓に『9条全文』を刻んだ詩人栗原貞子さんのこと
＝ず ー～

｢『生ましめんかな』の詩で有名な、

広島の反戦・反核の被曝詩人栗原

貞子さんの墓に、写真のように「護

憲」と「憲法第9条」が刻まれて

いることに感動し、あらためて反

戦の思いを共感しました｡」

②朝倉さんの福島民報連載『潅凝絵日記』を単行本にしてほしい

鹿島区の画家朝倉悠三さん（はらまち九

の会会員）が描く『福島民報』に連載中

『震災絵日記」は、3．11の大震災以来、

に原発事故に苦しむ私たちの姿を逐一描

続け、政治への批判も風刺も巧みで、温

さやユーモアもあります。ぜひ、「震災絵

記」を単行本として出版してほしいと考

ています。皆さんでハガキなどで、福島

報社にお願いしてみません力も」

1月13日『福島民報』の『疲災絵日記』
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まさかの米大統領誕生。期待より不安で戦々恐々

1－く事務局よ&I>

蕊②郵便局のく払込用紙＞で納入してください。
k者名はらまち九条の会（手数料130円が必要）

10月23日の総会ご出席､また映画会もお疲
れ様でした。映画『日本と原発．4年目』はど

うだったでしょう。「2時間18分で、ちょっ

と長過ぎるよ」という感想も。『総会資料』を
ご希望の方は事務局井上までご連絡ください。

戦没者慰霊に尽力された八牧美喜子さんをは
じめ、今年はご高齢の会員さんが7名も亡くな

っています。心よりお悔やみ申し上げます。

本会は2005(平成17)年12月7日の発足です
から、もう満11年で12年目に入ります。会員の

皆様のご理解とご協力で、なんとかやってこられ

た会で

この会

来
すよう

目に入ります。会員の

なんとかやってこられ

すように祈念しています。ご自愛

の上、よいお年をお迎えください

◆鵬ZZB㈹午前S細分､柵沖M7. 4の地濯が発生｡また原発や放射能を心配し老||ければならないなんて､もしもまた避難になったら…｡こんなことで東京五輪なんて開催できるのか。

･桂子TELO90-8851-6904 0田中徳璽TELO90-2796-4066HP:大； TEL24-0704

＜会員さんよ↓l〉


